
記

： 令和６年２月２２日（木）　１４：００～１６：００

（受付　１３：４５～　）

： 秋田県ＪＡビル 9階　大ホール

住所：秋田県秋田市八橋南二丁目10番16号（別紙-1）

： 次第のとおり（別紙-2）

： 別紙-3のとおり

・

・

東北地方整備局　鳥海ダム工事事務所

住所：秋田県由利本荘市水林408

電話：0184(23)5120（代表）　FAX：0184(23)5451

齊
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 （内線204）

調査設計課長 小
お

　野
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 　（内線351）

会場内での取材に当たりましては、「手洗い」、「咳エチケット」等
の感染症予防対策にご協力をお願いします。

会場内での傍聴に当たりましては、「手洗い」、「咳エチケット」等
の感染症予防対策にご協力をお願いします。

副 所 長（技術）

問 い 合 わ せ 先

＜ 発表記者会 ＞
秋田県政記者会、秋田魁新報社本荘支局、読売新聞東京本社由利本荘通信部

６．一般傍聴について

秋田建設工業新聞社、建設新聞社秋田支局

記 者 発 表 資 料

第１５回　鳥海ダム環境影響評価技術検討委員会を開催

　鳥海ダム工事事務所では、鳥海ダム建設事業に関する環境影響評価について、「鳥海ダム環
境影響評価技術検討委員会」を設立し、学識者等からの技術的助言を踏まえて、環境影響評価
の手続きを進めています。
　この度、第１5回鳥海ダム環境影響評価技術検討委員会を下記のとおり開催いたしますのでご
案内いたします。

国土交通省 東北地方整備局

令 和 6 年 2 月 20 日
鳥 海 ダ ム 工 事 事 務 所

１．日　　時

２．場　　所

３．内　　容

４．委員名簿

５．報道取材について



別紙-１ 

 

秋田県ＪＡビルへのアクセス 

 住所：秋田県秋田市八橋南二丁目 10 番 16 号 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈JR 秋田駅西口からのアクセス〉 
タクシー・・・約１５分 
路線バス・・・2 番線乗り場 中央交通線（県庁・八橋・車庫行き） 

3 番線乗り場 臨海営業所線、県立プール線 
山王交番前バス停下車 徒歩 2 分 
（秋田駅へは JA ビル前の臨海十字路バス停よりお乗りください） 

〈駐車場〉 
外来有料駐車場（１００台）有り。 
※山王大通り沿いが車両入口となります。 

秋田 JA ビル 

出典：地理院地図に会場を追記して掲載 

会場 

●会場拡大図 

●全体図 



日時： 令和 ６ 年 ２ 月２２日（木）

　１４：００～１６：００

場所： 秋田県ＪＡビル

　9階 大ホール

司会： 鳥海ダム工事事務所　副所長

１．開会　

２．鳥海ダム工事事務所長　挨拶

（鳥海ダム工事事務所長　竹内　久一）

３．鳥海ダム環境影響評価技術検討委員会　委員長　挨拶

（秋田大学 名誉教授　小笠原　暠）

４．議事

（１）令和5年度 鳥海ダム環境モニタリング調査結果について

（２）今後の環境モニタリング調査計画について

５．閉会

別紙-2

第15回 鳥海ダム環境影響評価技術検討委員会

  次  　第　



別紙-3

※５０音順、敬称略

※備考は本委員会における助言担当分野

秋田自然史研究会　幹事長 田中
た な か

 政行
まさゆき 動物（両生類、爬虫類）

生態系

秋田大学　名誉教授 横山
よこやま

 智
とも

也
や

景観

NPO法人
秋田水生生物保全協会
理事長

杉山
すぎやま

 秀樹
ひ で き 動物（魚類、甲殻類、貝類）

生態系

秋田自然史研究会前会長 髙橋
たかはし

　雅彌
ま さ や 動物（陸上昆虫類、底生動物類）

生態系

秋田工業高等専門学校
創造システム工学科　教授 金

きむ

　 主鉉
じゅひょん

水環境（水質）

子吉川市民会議　代表 齋藤
さいとう

　 悟
さとる

人と自然との触れ合い活動の場

秋田自然史研究会　会長 沖田 貞敏 植物

秋田県鳥獣研究会　会長 加藤
か と う

　竜
りゅうえつ

悦
動物（哺乳類、鳥類）
生態系

鳥海ダム環境影響評価技術検討委員会　委員名簿

所属等 氏名 備考

◎委員長
秋田大学　名誉教授 小笠原

おがさわら

　 暠
こう 動物（哺乳類、鳥類）

生態系

おきた さだとし


